
 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 

 

埼玉県薬物乱用防止教育研修会 
 

 

期 日 ：令和８年８月２４日（月） 

会 場 ：Teams によるオンライン研修会 

 

 

埼玉県マスコット 
「コバトン」と「さいたまっち」 



令和８年度 埼玉県薬物乱用防止教育研修会開催要項 
 
１ 趣 旨 

近年、大麻事犯が増加傾向を示し、検挙人員は過去最多を記録するなど、大麻乱用

期の渦中にある。また、処方薬や市販薬の過量服薬による健康被害が増加するなど、

近年の子供を取り巻く薬物乱用に関わる現状は憂慮すべき状況にある。 
そこで、薬物乱用防止に関する指導の充実を図るために、学校における薬物乱用防

止教育の考え方・進め方と薬物乱用防止教室における効果的な指導法についての研修

会を行い、学校における薬物乱用防止教育の推進を図るものである。 
 
２ 主  催 埼玉県教育委員会 埼玉県学校保健会 
 
３ 日  時 令和８年８月２４日（月） 午後２時から４時３０分 
                   （サイトオープン１時３０分） 
 
４ 開催方法 Microsoft teams によるオンライン開催（定員：４５０人） 
 
５ 対  象 ・公立小、中学校、義務教育学校、高等学校及び特別支援学校の教職員 

 ・市町村教育委員会、教育事務所の職員 
 ・学校薬剤師等、その他の薬物乱用防止教育に関係する者 

 
６ 申込方法 下記URL または二次元コードから申し込んでください。 
       https://forms.office.com/r/FV3PrBquWk 
 
７ 日  程 
  13:30 14:00 14:10    14:50 15:00        16:15 16:25  16:30 
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８ 内  容 
（１）行政説明 （１）「教育局の取組について」     県立学校部保健体育課 
        （２）「児童生徒の実態について」    市町村支援部生徒指導課 
        （３）「埼玉県の薬物乱用対策について」 保健医療部薬務課 
（２）講  演 演題： 学校における薬物乱用防止教育について 
        講師： 埼玉県薬物乱用防止指導員 
                    花田 憲博 氏 
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行政説明（１） 

 

 

教育局の取組について 
 

県教育局県立学校部保健体育課  

健康教育・学校安全担当  
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行政説明（１）

埼玉県教育局の取組

埼玉県教育局県立学校部保健体育課

令和８年度 薬物乱用防止教育研修会
埼玉県マスコット

「コバトン」「さいたまっち」

学校における
薬物乱用防止教育

（１）
学校における

薬物乱用防止教育の
充実

（２）
学校・家庭・地域が

連携した
取組の推進
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（１）学校における薬物乱用防止教育の充実

自尊感情を高める指導法の工夫
大麻、危険ドラッグをはじめとする

最新の情報による指導

薬物乱用防止教室の１００％実施

とその充実

100%

Ｑ薬物乱用防止教室を
実施しましたか？

・薬物乱用防止教室は、学校保健計画に位置付け、年１回以上、 開催する。

・薬物乱用防止教室において、大麻や危険ドラッグの危険性について触れ、

実態に応じて、医薬品の過量服薬の害などについても指導する。

・教職員、生徒だけでなく、保護者や地域住民に参加を求めて開催する。

・日時や場所だけでなく、学校がこのような取組を行う理由を周知するなど

して薬物乱用防止教室を実施する意義について理解を得る。

・学校薬剤師、警察職員、保健所職員、薬物乱用防止指導員等の外部講師の

協力を得て、最新の情報収集に努める。

（１）学校における薬物乱用防止教育の充実

薬物乱用防止教室の１００％実施とその充実
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（１）学校における薬物乱用防止教育の充実

大麻危険ドラッグをはじめとする最新の情報による指導

S29

●第一次覚醒剤乱用期

S59

●第二次覚醒剤乱用期

H9

●第三次覚醒剤乱用期

H27 R３・4

●危険ドラッグ ●大麻乱用期

●市販薬

（参考）薬物乱用防止教室マニュアル－令和５年度改訂－（公益財団法人 日本学校保健会）

・軍部からの流出
・国内密造
・ヒロポンの流行

・罰則強化、徹底取締、
国民運動展開による
鎮静化

・暴力団の資金源
として密輸・密売

・青少年の乱用と
中毒者の凶悪犯罪

・暴力団に加え、イラン
人等密売組織の街頭や
携帯電話による販売

・中・高校生のファッシ
ョン感覚による乱用急
増

・２０１４年全国の精神医
療施設受診の薬物依存
症患者（１０代）のうち、
危険ドラッグを主たる薬
物とする患者が約半数を
占めていた。

・減少傾向であったが、
令和４年の検挙人員は
前年度から２倍に増加し
ている。

・令和５年に大きく報道さ
れた「大麻グミ」のように、
有害な薬物であっても、
指定薬物に指定されて
いないため販売され健康
被害が起きている。

・令和３年に過去最多
の検挙人員

・令和4年の薬物事犯
の内、43.9%が大
麻・大麻事犯全体の
69%が30歳未満
で、若年層が 高い
ことが特徴

・高校生の１．６％、
中学生の１．８％が
市販薬の過剰摂取
経験ありと回答

（参考）厚生労働省「薬物乱用防止に関する情報」

告示禁止物品（広域規制製品）

転載：厚生労働省HP、告示禁止物品（広域規制製品）
https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/001264912.pdf
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（参考）厚生労働省「薬物乱用防止に関する情報」

○エナジードリンクとは、カフェインやアルギニンなどの成分が通常よりも多く含まれた清涼飲料水
○その興奮作用により活力がでるような印象を持たせたもので、「保健機能食品」ではない。
○サプリメントなどは１日の摂取目安量などの記載があるものもあるが、エナジードリンクにはない。

・16歳の健康な男子がカフェイン飲料を一気に飲み過ぎたことで死亡する事件があった。

・2017年（一社）全国清涼飲料連合会 カフェイン過剰摂取に対する注意文書
「カフェインを含む飲料水、医薬品などを同時期に飲用した場合、過剰摂取となる可能性があ

ります。
特にカフェイン含有医薬品と同時期に飲用しないでください。」

・ドーピングにおいては、カフェインは禁止薬物にはなっていないものの、
スポーツにおける乱用のパターンを把握するために監視することを望むものの
一つとしてされており、使用状況によっては、今後禁止薬物となる可能性も
指摘されている。

参考）カフェインの過剰摂取について（農林水産省）、食品に含まれるカフェインの過剰摂取について（消費者庁）

（参考）エナジードリンク
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（参考）薬物使用と生活に関する全国高校生調査（2021年）
（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所薬物依存研究部 嶋根 卓也）

◆市販薬の乱用経験のある高校生の割合は全体の約１．6％

（男子１．2％、女子1.7％）

◆市販薬の乱用経験のある高校生は、非経験者に比べて、睡眠時間が短い、朝食の摂食頻度が低い、

家族全員での夕食頻度が低い、大人不在で過ごす時間が長い、親しく遊べる友人や相談ができる友人

が少ない、悩み事があっても親（特に母親）に相談しない、コロナ化でストレスを感じているといった生

活上の特徴が見られている。さらには、インターネットの長時間使用（１日あたり６時間以上）の割合が

高く、インターネットゲーム障害のリスクも高い。

（１）学校における薬物乱用防止教育の充実

自尊感情を高める指導の工夫

薬物問題を抱えた青少年（高校生）の特徴

①学校生活で孤立状態にある

②家庭生活において保護者と

十分なコミュニケーションがとれていない

③乱用されるものが身近な状態にある

参考）薬物乱用防止教室マニュアル（令和5年度改訂）公益財団法人 日本学校保健会

9

10

7



薬物乱用防止啓発ポスターコンクール

（転載）埼玉県ＨＰ

学習指導要領

高等学校（入学年次）中学校（第２学年）小学校（第６学年）

（１）現代社会と健康
（エ）喫煙、飲酒、薬物乱用と健康

㋐喫煙、飲酒と健康
㋑薬物乱用と健康

（１）健康な生活と疾病の予防
（エ）喫煙、飲酒、薬物乱用と健康

・心身への様々な影響
・健康を損なう原因
・個人の心理状態や人間関係、
社会環境などの要因に対する
適切な対応

（３）病気の予防
（エ）喫煙、飲酒、薬物乱用と健康

・喫煙、飲酒、薬物乱用などの
行為は健康を損なう原因とな
ること

疾病との関連、社会への影響な
どについて総合的に取り扱い、薬
物については、麻薬、覚醒剤、大
麻等を取り扱うものとする。

心身への急性影響及び依存性に
ついて取り扱うこと。また、薬物
や、覚醒剤や大麻等を取り扱うも
のとする。

薬物については、有機溶剤の心
身への影響を中心に取り扱うも
のとする。また、覚醒剤等につい
ても触れるものとする。

【喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育に関する内容と、内容の取り扱い】

学習指導要領解説 体育・保健体育編を基に作成
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学習指導要領

高等学校（２年次）中学校（第３学年）

（４）健康を支える環境づくり
（ウ）保健・医療制度及び地域の保健・医療機関
㋒医薬品の制度とその活用

（１）健康な生活と疾病の予防
（カ）個人の生活を守る社会の取組
・医薬品の正しい使用

・医薬品の種類（医薬用・要指導・一般）
・承認制度による審査（有効性・安全性）
・販売の規制
・疾病からの回復や悪化防止のための正しい使用
（特性の理解・使用法に関する注意を守る）

・副作用
（予期できるもの、予期することが困難なもの）

・主作用と副作用
・使用法（使用回数、使用時間、使用量）
・正しく使用する必要性
・副作用
（予期できるもの、予期することが困難なもの）

【医薬品に関する内容】

学習指導要領解説 体育・保健体育編を基に作成

教科横断的な展開（小学校）

高学年中学年低学年教科等

不安や悩みへの対処
喫煙と健康
飲酒と健康
薬物乱用と健康

健康な生活
健康に良い環境

体育科
保健領域

・お酒を勧められたとき
基礎編「断り方を考える」
・お酒を勧められたとき
実践編「実際に断る」

自分の気持ちを伝えよう
広告の影響について知ろう

ぼく・わたしのよいところ
特別活動
学級活動

【医薬品に関する内容】

（参考）「喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料
－令和元年度改訂－小学校編」
公益財団法人 日本学校保健会
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教科横断的な展開（小学校）

高学年中学年低学年教科等

不安や悩みへの対処
喫煙と健康
飲酒と健康
薬物乱用と健康

健康な生活
健康に良い環境

体育科
保健領域

・お酒を勧められたとき
基礎編「断り方を考える」
・お酒を勧められたとき
実践編「実際に断る」

自分の気持ちを伝えよう
広告の影響について知ろう

ぼく・わたしのよいところ
特別活動
学級活動

【医薬品に関する内容】

（参考）「喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料－令和元年度改訂－小学校編」公益財団法人 日本学校保健会
「保健教育指導参考資料 なるほど！保健の授業づくり－令和４年度発行－」埼玉県学校保健会・埼玉県教育委員会

【セルフメディケーション】
自分自身の健康に責任を持ち、軽度な体の不調は自分で手当てすること

【留意点】
・健康に対する基本的な概念として「自然治癒力」に関する理解が前提。
・養護教諭や学校薬剤師など、専門家の参加・協力を得て、効果的な指導を。

（１）学校における薬物乱用防止教育の充実

参考資料

公益財団法人 日本学校保健会「薬物乱用防止教育のスライド資料集」
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（１）学校における薬物乱用防止教育の充実

参考資料

（１）学校における薬物乱用防止教育の充実

参考資料

「興味をもって取り組める医薬品の教育」
公益財団法人 日本学校保健会

「薬物乱用防止教室マニュアル（令和5年度改訂）」
公益財団法人 日本学校保健会
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（１）学校における薬物乱用防止教育の充実

参考資料

「喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料」
小学校編（令和元年度改訂）、中学校編（令和２年度改訂）、高等学校編（令和３年度改訂）

公益財団法人 日本学校保健会

（２）学校・家庭・地域が連携した取組の
推進

◆薬物乱用防止教室等への保護者・地域住民の

参加依頼１００％

◆保護者の参加と地域との連携

◆専門性を有する外部講師や啓発教材等の活用

◆学校保健委員会や保護者会を活用した啓発
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（参考）飲酒・喫煙・薬物乱用についての全国中学生意識・実態調査（2024年）
（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所薬物依存研究部 嶋根 卓也）

◆市販薬の乱用経験のある中学生の割合は全体の約１．８％

（約55人に１人の割合）（男子１．５％、女子２．０％）

◆市販薬の乱用経験のある中学生は、学校や家庭で孤立状態にあり、

日常生活で様々な生きづらさを抱えている。

◆乱用した市販薬の主たる入手先

６４．２％薬局・ドラッグストア等の実店舗

３３．３％家の常備薬から

３．６％友人・恋人・知人

３．５％インターネット

（参考）「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（薬機法）」の改正
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（２）学校・家庭・地域が連携した取組の推進

薬物乱用防止教室等への保護者・地域住民の参加依頼１００％
保護者の参加と地域との連携

薬物乱用防止教室を開催しました！

①薬物乱用防止教育の必要性
…薬物乱用に関する実態など

②学んだこと
…薬物乱用防止教室の内容
多様な薬物、医薬品の扱い方

③家庭や地域との連携の必要性
…身近な対策、犯罪対策、相談窓口

だけではなく・・・

（２）学校・家庭・地域が連携した取組の推進

専門性を有する外部講師や啓発教材の活用

特定時全日中小
21.823.142.546.457.3警察職員

14.523.114.219.729.0学校薬剤師等
薬剤師

1.83.815.72.60.6大学教員等

40.07.710.46.83.1
薬物乱用防止教室に
造詣が深い指導的な教員
（自校教員）

薬物乱用防止教室で依頼した講師の職種は、次のうちどれですか？（複数可）（％）

令和７年度学校健康教育実践状況調査（埼玉県教育委員会）

・発達段階や児童生徒の実態に応じて、薬物乱用防止教室で扱う
内容や講師を選定

・外部講師に依頼する際は、薬物乱用防止教室のねらいや児童生徒
の実態などについて共有するなど、十分な打ち合わせを行うこと
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（２）学校・家庭・地域が連携した取組の推進

学校保健委員会や保護者会を活用した啓発

参考通知

R8年4月３０日付け【教保体第２３６号】
薬物乱用防止教室等における薬物乱用防止指導員の活用について

R8年5月27日付け【教保体第393ー１号、第393ー２号】
令和８年度薬物乱用防止教室の開催について

R8年4月２2日付け【保健体育課・事務連絡】
「個人輸入・指定薬物等適正化対策事業（あやしいヤクブツ連絡ネット）」に係る広報啓発資材の活用について

R8年4月17日付け【保健体育課・事務連絡】
令和８年度不正大麻・けし撲滅運動の実施について

R8年５月７日付け【教保体第２８８号】
薬物乱用防止啓発訪問事業について

R8年５月２7日付け【教保体第409号】
各種運動・月間等における薬物乱用防止に係る広報啓発活動の充実強化について

R8年5月27日付け【保健体育課・事務連絡】
令和８年度「世界禁煙デー」及び「禁煙週間」の協力依頼について

R8年４月２２日付け【教保体第201号】
薬物乱用防止教室等における薬物乱用防止指導員の活用について（通知）
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行政説明（２） 

 

 

児童生徒の実態について 
 

県教育局市町村支援部生徒指導課  
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行政説明（３） 

 

 

埼玉県の薬物乱用対策について 
 

県保健医療部薬務課  

薬物対策・献血担当  
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令和８年度
埼玉県薬物乱用防止教育研修会

令和８年８月２４日(月)

埼玉県保健医療部薬務課

薬物対策・献血担当

「コバトン」 「さいたまっち」

埼玉県内の
薬物事犯の現状

1

2
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埼玉県内の薬物別検挙者数の推移

（出典：埼玉県警（薬務課で一部加工）

埼玉県内の大麻事犯検挙者数の推移
直近５年間で１０代・２０代の若者が全体の半分以上

を占めている。

（出典：埼玉県警（薬務課で一部加工）

3

4
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埼玉県の現状

•県内の薬物事犯は500人前後で推移。

•覚醒剤事犯の検挙者数が最も多い。

•大麻事犯の検挙者は引き続き高水準で推移。

•大麻事犯は若年層の割合が高い。

（令和5年には、4人に3人（75.9%）が30歳未満）

【全国では】
令和7年は30歳未満の割合が72．3％で、埼玉県と同水準。

【全国では】
令和5年以降、大麻事犯が覚醒剤事犯を上回っている。

【全国では】
令和7年に過去最多（令和5年）を更新している。

懸念される事項

 大麻を中心とした薬物乱用の若年層への広がり

【原因１】インターネット・SNS上の誤った情報

「大麻は害が無い。」等といった誤った情報を鵜呑みに

【原因２】諸外国における嗜好用・医療用大麻の合法化

「海外では合法。日本は遅れている。」等といった大麻乱用の正当化

5

6

28



懸念される事項

 市販薬のオーバードーズ（OD）が急増している

全国の精神科医療施設における薬物依存症の治療を受けた10代患者の「主たる薬物」の推移
（2022年全国の精神科医療施設における薬物関連精神疾患の実態調査（国立精神・神経研究センター）より）

〇 イギリスで実施された調査によると、ODをする理由は「ひどい精神状態から解放され

たかったから」「死にたかったから」というケースが多い。（快楽のための使用よりも多い。）

〇 日本においても、OD経験者は強い孤独感を抱いているケースが多いといわれている。

少年による最近の薬物事犯例（全国）

概要発覚年月
海外のサイトで大麻の種を購入し、自宅アパートの共用部で大麻草を栽培した
ことにより、高校生1人を大麻取締法違反（栽培）で逮捕。

令和2年
７月

17歳の少年が大麻を密売しようとしたところ、客を装った16〜19歳の男５
人に暴行拉致（強盗致傷・営利略取）され、財布やスマホを奪われ重傷を負っ
た。

令和４年
２月

17歳の少年２人が、大麻の密売人から大麻を奪おうとして反撃され、腹や背
中をナイフで刺された。（少年２人は強盗致傷、密売人は殺人未遂）

令和４年
９月

埼玉県のアパートの１室で大麻を売る目的で所持したとして、17〜19歳の高
校生や無職少年ら６人を逮捕。

令和４年
１０月

大麻を販売目的で所持していたとして、中学生２人を逮捕。通っていた中学校
で覚醒剤と大麻を隠し場所としていた。
また、この少年２人にこれらの薬物を譲り渡したとして、高校生１人を逮捕。

令和６年
８月

指定薬物「エトミデート」を含むリキッドなどを所持したとして、16歳の少
年（7月10日）と18歳の少年（8月15日）を逮捕。

令和７年
７月〜８月

高校生が通学先の高校で「エトミデート」１・２５３グラムを所持した疑いで
書類送検。

令和８年
８月

7
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埼玉県における
薬物乱用対策

埼玉県薬物乱用対策推進計画

第１次計画（平成27～29年度）
第２次計画（平成30～２年度）
第３次計画（令和３～５年度）

第４次計画（現行）より、第８次埼玉県地域保健医療計画に統合
（令和６～１１年度）

9
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薬物乱用対策

予防啓発
学校・地域

取締指導
捜査・監視

回復支援
相談・治療

埼玉県

関係行政
機関

関係団体

薬物乱用対策の３つの柱と推進体制

（１）予防啓発に関すること
• 薬物乱用防止指導員の委嘱、活動支援等
• 街頭キャンペーン等による地域社会への薬物乱用防止の啓発
• 小・中・高等学校及び特別支援学校等における薬物乱用防止教室教

育の実施及び講師派遣（県職員、薬物乱用防止指導員）

（２）取締指導に関すること
• 正規流通麻薬等の取扱施設に対する監視指導（適正流通管理指導）
• 違法薬物のインターネット販売サイトの監視
• 知事指定薬物の指定による危険ドラッグ規制の強化

（３）回復支援に関すること
• 薬物相談窓口の設置（保健所、精神保健福祉センターほか）
• 依存症治療体制の支援

主な取り組み

11
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予防啓発に関すること

イベント等での啓発キャンペーン

令和7年度
「ﾀﾞﾒ。ｾﾞｯﾀｲ。」普及運動 21回
麻薬・覚醒剤・大麻乱用防止運動 28回

〇薬物乱用防止指導員研修会
新任対象・全員対象を隔年で開催

〇薬物乱用防止教室等への講師派遣
令和7年度
・指導員講演回数 123回
・県政出前講座（薬務課） 11回

薬物乱用防止教室の講師について①

•薬物乱用防止指導員

＜概要＞ 医師、保護司、薬剤師、ライオンズクラブ、ＰＴＡ関係者
などの有識者が薬物乱用防止について講話をします。

＜申し込み方法＞ 地域を管轄する県保健所へ連絡

＜費用＞ 無料

•薬務課職員（埼玉県）

＜概要＞ 薬務課職員（薬剤師）が薬物乱用防止について講話を

します。

＜申し込み方法＞ 埼玉県ホームページ県政出前講座から申し込
み

＜URL＞ https://www.pref.saitama.lg.jp/a0301/demae/index.html

＜費用＞ 無料
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薬物乱用防止教室の講師について②
• 非行防止指導班 あおぞら（埼玉県警）

＜概要＞ 覚醒剤や大麻など法律で禁止されている薬物についての指導を

行っています。

＜申し込み方法＞ 埼玉県警ホームページから電子申請

＜URL＞ https://www.police.pref.saitama.lg.jp/c0030/shinse/aozora-haken.html

＜費用＞ 無料

• 株式会社小学館集英社プロダクション（厚生労働省）

＜概要＞ 講師が訪問（もしくは教材を貸出）し、啓発資材を用いて

薬物乱用防止について講話をします。

＜申し込み方法＞ ホームページから申し込み

＜URL＞ https://www.d-info.net/

＜費用＞ 講師謝金等は無料だが、教材やアンケートの郵送料のみ負担

薬物乱用防止教室の講師について③

• NPO法人埼玉ダルク

＜概要＞ 薬物依存症から回復した実体験をもとに、薬物依存症と
薬物乱用防止について伝えます。

＜申し込み方法＞ 埼玉ダルク 048-823-3460

＜費用＞ 要相談

•税関教室（東京税関）
＜概要＞ 税関の役割や業務、薬物乱用防止についての講義を行う「税

関教室」を行っています。

＜申し込み方法＞ メール受付のみ

＜URL＞https://www.customs.go.jp/tokyo/

zeikan_kyoshitsu/kyoshitsu_oshirase.htm

＜費用＞ 無料
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薬物乱用防止啓発リーフレット
• 児童・生徒の理解度に合わせ薬物乱用防止啓発用のリーフレットを作
成し、配布しています。

• 数に限りはありますが、薬物乱用防止教室等に合わせて提供できる場
合もあります。ご要望の際は地域を管轄する県保健所または薬務課へ
ご相談ください。

• 薬務課HPでPDFデータを公開していますので、ご利用ください。

小学生用 中高生用 街頭配布用

DVDの貸し出しについて

•薬務課で保管しているDVDについて、ホームページ
に掲載しています。

•貸出にあたっては、事前に電話で予約をお願いしま
す。

•貸出の時には、借用願に記載してください。

•新しいDVDであれば、各保健所に在庫がある場合も
あります。

•他の方も使うものですので、大切に取り扱ってくださ
い。
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担当：埼玉県保健医療部薬務課
薬物対策・献血担当

TEL ０４８－８３０－３６３３

MAIL a3620-07@pref.saitama.lg.jp

■薬物乱用防止啓発サイト
https://www.pref.saitama.lg.jp/kenko/kenk
o/yakubutsu/index.html

【薬務課ホームページ】
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講 演     

 

 

 

 

 
学校における薬物乱用防止教育について 

 

 

   講 師 

    埼玉県薬物乱用防止指導員   花田 憲博 氏   
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埼玉県マスコット 

「コバトン」「さいたまっち」 

【事後アンケート】 

以下のＵＲＬあるいはＱＲコードから、アンケートへの回答をお願いします。 

（ 入力可能期間 ： 令和８年８月２４日（月）１４時～８月３１日（月）１７時 ） 

【ＭＥＭＯ】 

https://forms.cloud.microsoft/r/YjKFJzmwiT 

69

https://forms.cloud.microsoft/r/YjKFJzmwiT

